
２０２１年１月３１日 主日礼拝  
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美  聖歌２３２番「罪とがをゆるされ」  

（Never Worry）    （来たれイエスを礼拝しよう） 

使徒信条 

 

   聖  書     ①②                                                                                       ヨハネによる福音書３章１～９節 (P１３８) 

                                                                                         ③                                                                         ローマ人への手紙１４章１５～２３節 (P２５１)                                                                          
 

音  楽                                                                                                                           宮田四郎兄（伴奏：佐久間美江姉） (Ｖ）  

 

メッセージ   ①②                     「知性から霊性へ」                                                    小林詩音副牧師   

                ③     「感染は７７億人？」                                                                                                                                                 大川従道主任牧師   

 
賛  美                                                                                            「神の国と神の義を」 献金 

頌  栄               「Holy,Holy,Holy. And He shall reign forever and ever, 

     King of Kings, and Lord of Lords」 Amen 

                                                                   祝   祷                                                    

 

【大和ニュース】      

☆ 大川牧師夫妻は、先週の役員会の理解を得て、沖縄リバイバル宣教と休息の 

ため、２月１０日から１ヶ月間、沖縄県の読谷村にある「白い家教会」にて過ごす 

ことになりました。特に牧師の健康のためお祈り下さい。（聖務表をご覧ください。） 

* 本日も緊急事態宣言にもとづき、自粛をもって、すべての集会を行っております。 

  御理解をもって御協力下さい。マスク着用と手指消毒と出席表。 

* マイナスは必ずプラスになります！信仰をもって邁進しましょう。（イザヤ５３の１１） 

 

・ 祈祷会は教会の生命線です。水曜夜７時と木曜朝１０時半。説教は大川牧師の特講。 

証人は清水兄（４月から神学校入学）。主の御臨在にふれましょう。 
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石の枕  
  

私はスポーツ大好き人間。小学生時代は野球、中学時代はバスケットボール、 

高校時代はバドミントンに夢中だった。 

先週の火曜日の「天声人語」に、ハンク・アーロンのことが書かれていた。 

ベーブ・ルースの本塁打記録７１４本に近づくと脅迫の手紙が毎日のように 

届いた。アーロンさんが黒人だからだ。「親愛なるハンクへ。７００号を超え 

たら、弾丸が体に風穴を開けるものと思え」「アーロンさんへ。球界から引退 

しないのなら、家族にも大きな影響が出る」。応援の声も多かったが、同時に 

寄せられる憎悪の感情に苦しめられた。 

７１５号を放って記録を塗り替えたのが１９７４年４月８日。影響力を持つ 

ようになった選手として、黒人の子どもたちに模範を示す責任が生じたと自伝 

で述べている。「彼らには希望がなくてはならない」。アーロンさんが８６歳 

の生涯を閉じた。 

米国社会で間欠泉のようにわき出す人種差別の問題を見ると、道はいまだ 

途上であろう。それでも前に進んでいることは、確かなことである。 

 

私大川は、２００４年１月１９日、米国の国民祝日に、マルチン・ルーサー 

キング賞をいただき、黒人社会の真中で、オープンカーにのり、「私には夢 

がある」（I have a Dream!）をちょっとだけ味わった。 

大和教会（前身は座間教会）に就任して５０年。ふりかえり瞑想すると胸が 

熱くなる。その間、２８５０人の受洗者の数は、ハンク・アーロンの世界だ。 

しかしそれは、alone ひとりで成し遂げたわけではない。座間教会時代から守り 

続けて来た三畑家のひとびと。次々に与えられた熱心な信徒さんたち、 

そして今日の誠実な聖徒の皆様。勿論、私の妻と子どもたちの協力。それから私 

を支え続けている伝道者、献身者のひとりびとりの真実なる聖務の結果である。 

これからも、日本の教会の「聖書的モデルチャーチ」としての使命を全う 

するために命がけで、主からの溢れる油注ぎをいただき、前進したい。 

今まで以上の熱き祈りをもって、共に闘い続けましょう。 

 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：マタイ２１章～２４章 Bコース：出エジプト２５章～４０章 


